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八ち険 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 
KEROSENE 
ONLY 


/1\醫ち 

換気要 

1時間に！〜2回 

f 寝るとさ消义1 
プレー宙厳禁 j 

么ま意 

変質した持ち越し巧油 
使用厳禁 



正し<巧って 
上手に節約！ 


覇麵議閥喔 





[強制通気お開放す石ミ由ストーフ 1 


お買い上げいたださ、まことにありが'とラ 
ございます。 

お使いになる前に必すこの取扱説明書を 
お読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、ご使用になるち 
が'いつでち取り出せる場所に、保証書と 
巧に大切に保管しで < ださい。 


保証書別添付 


曰常の点検-手入れのしかた . 23 

保管(長期間使用しないとき） • 廃棄のしかた…25 
故障-異常の見分けかたと処置のしかた……26 

部品交換のしかた . 29 

部品のごまでのしかた . 29 

定期点検のおすすめ . 29 

仕様 . 30 

保証とアフターサービス . 30 


運乾を開始するとき . 15 

運乾を停止するとき . 16 

設定温度を上げるとき-下げるとき . 17 

チャイルド□ックを使用するとき . 18 

運おを延長-継続するとき . 19 

現在時刻を台ねせるとき . 20 

タイ7—運おを使用するとき . 21 


ごほ用前 


•その他 


使用方法 






















































































































ご關刖 


安をのために必ずお守0< だをい 


この取扱説明書にある項目は、危巧の程度によって次の3段階に区分しでいます。 


A 筒埃 

イ 

この表示を無視しで、誤った取扱いをずると、人び'死じ、重傷を負ラ危巧、 
または义災の危巧び害し迫って生じることび想定されるの容を示しでいます。 

A 警告 

この表/テ X を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死 C 、 重傷を負ラ 
巧能性、または义災の巧能性が'想定されるの容を/示しでいます。 

A 注意 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'傷害を負ラ巧能性や 
物的損害の発生が'想定されるの容を/示しでいます。 


本文かの7—クは、次の意巧を表します。 


么危険 ( DANGER ) 


ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い巧は總巧に使用しないでください。 
义災の原因になります。 


感 


〇感魯 ( D ⑩ 

このマークは、しではいけない r 禁止 J を表しでいます。 

〇猜處 

このマークは、必ず実巧しでいただく r 指/テ xj を表しでいます。 


A 警告 ( WARNING ) 


換気必要 

換気せずに使用を続けないでください。 
酸素が'不足すると不完を燃焼し、一酸化 
炭素などび発生しで中養になるおそれび 
あ0ます。また、乳幼巧や呼吸器疾患な 
どの方は、你調不良になるおそれびあり 
ます。 

窓の凍結、地下室など換気が'十分に巧え 
ない場所では、使用しないでください。 



© 


スプレーを 厳禁 

スプレー 生や力它ツ ト こん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
<ださい。 

熱であの任力び上がり、爆 
発し、后巧です。 


0 



S, 


巧類のを燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用し 
ないでください。 

巧類び落下しで义びつぎ、 
义災の原因になります。 
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ご使用前まをのために必ずお守りください 


ご使用前 


A 警告 ( WARNING ) 

温風が出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や 
燃焼-温風空気取入□を/みさ 
力 《 ないで<ださい。また、ス 
トーブガードをご使用のとき 
は、囲いに干し物を掛けた0 
しないでください。 

異常燃焼や义災の原因になり 
ま，。 

寝るとを消义 

寝るときやが出するときは、 
必ず消义しで < ださい。 

ず想しない事故び発生する 
おそれびあります。 

可燃性ガス巧用厳禁 

ファンヒーターを使用しでい 
る部屋で、巧燃性ガスが'発生 
するちの（ベンジン、シンナ 
— )、スプレーを使用しない 
でください。 

义災や故障の原因になります。 


么注意に AUTION ) 


設置 


可燃物との距謎を謎す 

図に示すフアンヒーターの周囲には巧燃物を置か 
ないでください。 

义災の原因になります。 



〇 


(が平でなまな巧面に設置） 


力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそばな 
どでは使用しないでください。 
义災び発生するおそれびあります。 



巧の場所では巧用しない 

义災やず想しない事故の原因になります。 


0 


振動の激しい場所 

が平でない場所、不安定な 

場所 

不安定な物をのせた棚な 
どの下 

>風のあたる場巧、部屋の出 
入口、屋外 

人のいない場所 、人げ友た 
たまる目的ががでの場所 
(湿室、飼育室など） 

可燃性ガスの発生する場所 
またはたまる場所 


义災の原因になります。 


窓の凍結などのため、換気 
び十分に巧无ない場所 
>換気設備のない場戸斤 
暖炉や巧し入れなど、ファ 
ンヒーターび固われる場戸斤 
ほこり•湿気•を属粉のさ 
い場所 

>標高1 ,000 m が上の高地 


不完全燃焼の原因になり 
ます。 


直射曰がのあたる場所 
理•美容院、クリーニング 
店、はんだがけ作業巧、メ 
ツキ-塗装工場などスプレ 
一や化尝薬品を使ラ場所 


巧障やず想しない事がカタ 
発生する原因にな0ます。 


ごほ用前まをのために必ずお守りください 
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ご使用前 安をのためにがずお守0< だをい 


么注意に AUTION) 


2使用時 


巧動するとをのミ主意 

フアンヒーターを移動するときは、 
义を消しでカート U ツジタンク 
を取り出し、傾けないよラに静 
かに運んでください。 

巧巧びこぼれると义災の 
原因になります。 


こつに静 

〇 



孤 


異削き巧用禁止 

臭い、すすの発生、炎の 
色など異常を感じたとぎ 
は使用しないでくだ 
さい。 

異常燃焼のおそれが' 
あります。 



つ 



運搬するとをのま意 

ファンヒーターを運搬するとさは、カート 
リッジ タンク. 油受皿巧の巧油を 
巧いで < ださい。 

運搬の途中でな巧が'こぼれで周囲 
を巧すおそれが'あります。 


〇 


フアンフイルターは必ずほ用 

フアンフイルターを取り 
がしたが態で使用しない 

で/ ドさい 

巧部にほこ0カザこま0、異 
常燃焼の原因になります。 



0 


シリコーン配合商品をほ用しない 

フアンヒーターを使用しでいる部屋や隣接する 
部屋では、シリコーン配さ商品を使用しないで 
ください。異常燃焼のおそれや着义ミス、途中 
消义、換気サイン点滅の原因になります。また、シリコーン 
配含商品が'原因で修理を依頼されたときは、保証期間かで 
ち保証の巧象がとなります。 

シリコーン配さ商品とは、化粧品類(ヘアトリートメント、巧 
毛コート剤などのヘアケア製品、保湿用クリームなど)、家 
具などのつや出し剤、巧がスプレーなどです。 


電源プラグは巧実に差し込む 

電源プラグはコン它ントに根元まで確実に塞し这み、傷ん 
だプラグやゆるんだコン它ントは使用しないでください。 
义災の原因になります。 

めれたまでの巧ぎ差しは 
しないでください。 

感電の原因になります。 



〇 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如え 
た0、重い物をのせないでく 
ださい。また、高温部に近ブ 
けたり、まねたまま使用しな 
いでください。 

電源プラグを巧くとぎは、コ 
ードを持って引ぎ巧カス i ： いで 
<ださい。 

义災や感電の原因になります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は温風吹 
出□にまなど触れないでく 
ださい。 

やけどのおそれびあります。 



通風に直接あた 6 ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。特におさ様や、 
病気の方などが'ご使用のとぎ 
は注意しでください。 
fg 温やけどや脱が症がになる 
おそれびあります。 



本が巧に指や異物を 
入れない 

温風吹出□や燃焼-温風空気 
取入□に指や巧燃物-針をな 
どの異物を入れないでくだ 
さい。 

けが'ややけどを負ったり、义 
災-感電の原因になります。 



ご使用前まをのために必ずお守りください 


ご使用前 


么注意に AUTION) 


3給油時 


給油時消义 

义災のおそれびありますので、 
給油は必ず消义し、义の気の 
ないところで巧なつでくだ 
さい。 



油漏れ巧認 

□をは確実に閉めでくださ 
い。□をを下にしで巧漏れが' 
ないことを！ i 力、めで < ださい。 
□をを斜めに閉めたりすると 
簡おに□をが'がれで、义災の 
おそれびあります。 



お質'灯油巧用禁止 

変質な油(持ち越した巧巧な 
ど)、不純な巧(な油ががの油 
•が-ごみが'混入したな油な 
ど)を使用しないでください。 
異常燃焼のおそれが'あります。 


0 


4点検-ま入れ-保管-廃棄 


ほこりの除去 

フアンフイルターは超に1回 
が上必ず掃除しで < ださし、。 
ごみ、ほこりなどび巧着す 
ると異常燃焼のおそれびあ 
ります。 



分解腿ぶ造の禁止 

故障•破損したら、使用し 
ないで<ださい。また、お 
客様白身による修理や改造、 
分解はしないでください。 
不完をな修理や改造は后巧 
です。 



巧管時にしていただ<こと 

長期間使用しないとぎや、 
保管するとぎは、必ずカー 
トリツジタンク.巧受皿巧の 
灯油を巧ぎ、傾けた0横倒 
しのが態で保管しないでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 



〇 


願プラグのお手入れ 
をする 

ときどぎは電源プラク'を巧き、 
ほこりやを属物を瞭ましで 
ください。 

ほこりびたまると湿気など 
で總緣不良になり、义災の 
原因になります。 

夕をか 


長期間巧用しないとま 
は電ミ巧プラグを巧く 

長期間使用しないとぎは、 
電源プラグを巧いでくださし、。 
义災やず想しない事故の原 
因になります。 


處 


巧棄するとを 

ファンヒーターを廃棄処分 
するとぎは、必ずカートリ 
ツジタンク. 油受皿巧の巧 
巧を市販の給油ポンプなど 
で巧いで < ださい。 

巧巧び入ったまま 
廃棄すると、リサ 
イクルの隱、思わ 
め事がになるおそ 
れびあります。 


^ 5 ^ 


〇 
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ご使用前まをのために必ずお巧りください 























































































〇〇 


外観 



〔前面 


表示部巧心か8ぺ-ジ〉 


カートリッジタンク113 ベ-ジ〉 



が受皿回 A - を 12 5 ぺ-ジ〉 


ご使用前 各 pB のなまス 


ご使用前各部のなまえ 


ご使用前 


C ； 背面） 



カーテンなどで燃焼-温風空気取 
入□びふさびれるのを防ぎます。 


® 運起か高温になる部分(ごま意ください) 
@点検-手入れび必要な部分 


ご使用前各部のなまえ 































































































る pB のなまス 


00 


操作部 



時刻設定ボタン 
消臭ランプ® 

ri 6^ 


消臭モ 


ニター 


11- 


温度/時刻調節ボタン 

圧 7 ベみ 


設定温度^室の温度 J 由量モニタ- 


とも!ぶ關 

^ @語常品。6=1^ 

チャイルド□ック午後 IUUU Bj 



温度/時刻調節 


運稳ランプ® 


^[ 5 ぺ-ジ〉巧 6 ぺ-ジ〉に 2 ぺ-ジ〉 

か） 

運提入/切スイッチ 

15^ 36^ ^2^ 


圈 

運転延马 


チャイルド□ック 


3ネ驾巧し J ^ひかえめ ) タイマー D 


か） 

チヤイルドロックボタン 

[18^ 



か） 

タイマーボタン 

\2^ 

タイ 7— ランプ 

通 


づ，)） 

運振延長ボタン 


巧 9 ベ-ジ〉 

^運弦延長ランプ® 
Pl 9^ 


ひかえめボタン 
ひかえめランプ 

※表示部は説明のため、すべで表示した状態です。使用中に、すべで表示することはありません。 


<))) 音青メツじージについで 


ボタンを操たしたときや、異常を検知したときなどに音声でお知らせします 

〇本文中の中))マークは、音声でお知らせすることを表しでいます。 

〇23通りの音声でお知らせします。メッじージの一覧は、9ページをご覧ください。 

音声メッじージによつでは、音声メッじージの前に「ピッ」や「メ□ディ ーJ び鳴ります。 

たとえば••- fe ) 

-運起を開始するとき- 、广 給油のお知らせのとき- 



「ピツ j、 「運乾を開始します。 


たす。手 


油量モニター 



「/〜/]、「り油びなくなりました。 

給油しでください。 i 


前 

用 

孤 


ご使用前各部のなまえ 
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ご使用前 



時刻含せ表巧 120ベ-ジ〉 


. タイマー含せ表巧 121が〉に2ぺみ 

※表示部は、運転停止中でち、時刻設定、時刻調節(現在時刻-タイ7—運転開始時刻合わせ)、 
チャイルド□ックのボタン操作により、バックライトび約10秒間点なします。 

※バックライトの色は、通常「白釘び点なしますび、給油の2回目のお知らせは「ピンク」び点な、 
エラー発生のときは「祝の点滅になります。 

<-時百卜よ/での説日月- 

時刻設定ボタンを1回巧すごとに、 J 〜3の順で表示が'のり換わります。 

1 現在時刻表矛 X ム 時刻させ表矛 X d タイ 7— させ表/于 X 


に0ベ-ジ〉 

設定温度室巧温度油量モニタ- 


に0ベみ 

設定温度 室肉温度油量モニター 


に 1 ベ-ジ〉に 2 ベ-ジ〉 

設定温度室肉温度油量モニタ- 


f の* 



「の" 



"] 1 

_^ 

iHc 

、 午後と!••北！ 

ノ 

〇 

n ぃ 

斗刻合在 

i / ぶ!••如 

ノ 

〇 

イマ—ちせこ: 

午前 c jrr 

[ 01 ILI 

I 

J 


声メツたージの消しかた） 



「ピッ j、 「音声メッじージ 
を消します。 J 


音声メツじージでお知らせ 
するまで約3秒間巧す 
f 音声メッじージを消しでち^ 

、メ □ディーは消えません 


運転中のみ操作でさます。 

r ■再度、音青メツ它ージを入れるとぎ 



「ピツ j、 「音声メツじージを 
受け付けました。 L 


音声メッたージでお知らせ 
するまで約3秒間巧す 
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ごほ用前各部のなまえ 



































































































































































































































ご使用前 る pB のなまス 


00音声メッセージとお知 S せずるとき 



ボタン操作や、異常を検巧したときなどは、次のよラな音靑メッたージで 
お知らせします 


音声メッじージ 

お知らせするとき 

ピッ運乾を開始します。 

運転を開始するとさ 

115ベ-み 

ピッ運乾を停止します。 

運転を停止するとさ 

116ベ-み 

ピッ音声メッたージを消します。 

音声メツじージを消したとさ 

< 8ぺ-ジ1 

ピッ音声メッじージを受け付けました。 

音声メツじージを入れたとき 

<8ぺ-ジ1 

. ^まちなくな油びなくなります。 

^ • 給油しでください。 

カートリツジタンクのなミ由が'なくなったとき 
(1 回目の給油お知らせ） 

114ベ-み 

^ . な油びなくなりました。 

^ <給油しでください。 

油受皿のな油が'残り少なくなったとさ 
(2 回目の給油お知らせ） 

|14ぺ-ジ> 

な油びなくなりました。 

油受皿のな油が'なくなり自動消乂したとさ 

114ぺ-ジ〉 

ピッチャイルド□ックを受け付けました。 

チャイルド□ツクをたツトしたとき 

118ベ-ジ〉 

ピッチャイルド□ックを解除しました。 

チャイルド□ツクを解除したとき 

118ベ-ジ〉 

まちなく自動消乂します。 

^ <延長ボタンを巧しでください。 

運転開始後、3時間が溜過する10分前と5分前 

|19ぺ-ジ> 

/〜/自動消乂します。 

運転開始後、 3時間び経過したとき 

119ベ-ジ〉 

ピッタイ7—を受け付けました。 

タイマー運転をじツトしたとさ 

122ベ-'：;〉 

ピッタイ7— を解除しました。 

タイ7—運転を解除したとさ 

122ベ-ジ〉 

タイ7—運転を開始します。 

タイ7—運転を開始するとき 

122ベ-ジ〉 

/〜/まちなくタイ7—運転を停止します。 

タイ7—運転の停止10分前と5分前 

122ぺ-ジ〉 

/〜/タイマー運転を停止します。 

タイ7—運転が'停止しで自動消乂するとき 

122ぺ-ジ〉 

ピピッ現在時刻を設定しでください。 

現在時刻を合わせでいないときにタイ7— 
運転をじツトしよラとしたとさ 

|20ぺ-ジ> 

ピピッタイ7— 時刻を設定しでください。 

タイマー運転開始時刻を合わせでいないとき 
にタイ7—運転をじツトしたとさ 

|22ぺ-ジ> 

振動により消乂しました。 

巧震白動消乂装置び作動したとさ ( E 01 表示） 

127ぺ-ジ〉 

安を装置び働きました。 
取扱説明書を確認しでください。 

室温異常高温防止装置び作動したとき 
( E 07 表示） 

|27ぺ-ジ> 

安を装置び働きました。 

フイルターを掃除しでください。 

過熱防止装置が'作動したとさ 
( E 09 表示） 

|27ぺ-ジ> 

安を装置び働きました。 

停電安を装置、巧震白動消乂装置または不完 
を燃焼防止装置び作動したとき ( E 00, E 01, 
E 13表示） 

|27ぺ-ジ> 

異常を検がしました。 

取扱説明書を確認しでください。 

上記似外の異常を検巧したとさ 

127ベ-み 


ご使用前各部のなまえ 


使用ずる場所 


ご使用前 


00 


効果的に使用するたゆに 



〇外気に接する窓の下や壁側に設置する 


〇温風の循環を巧げない 




0 


〇熱に弱いな質の床面(カーペット、木質床、置など)で長時間使用する 
と、変色-ひび割れ-そり返りなどび発をすることびあります。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することちあります。保護の 
ため、7ットなどを敷いで使用しでください。 

〇移動するときは引きすらないでください。カーペット、床面、置に 
傷をつけるおそれが'あります。 



使用前の準備 


〇で 


フアンヒーターの取り出し 



包装箱から緩衝巧などを取り除き、ファンヒーターを取り出す 





工場で燃焼検査を巧なつでいるため、油受皿内にな油が'少量残り、な油臭を感じることが' 
ありますび、異常ではありません。 


お守0< ださい 


包装箱と緩衝巧は保管時に必要となりますので、大切に保管しでください。 


ご使用前使巧する場所•使巧前の準備 
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〇〇 運面開始前の準備と確認 



水平な場所に設置する 

〇フアンヒーターカ s ' 傾いたが態では使用しない 
でください。 

給油サインび誤動作によって点滅したり、そ 
想しない事故び発生するおそれびあります。 





0 


で頃いでいませんか P 


ム 電源プラグをコン t ント(100 V )に差し込む 

〇 



〇家庭用電源ががでは使用しないで<ださい。 

異常燃焼やず想しない事故の原因になります。 

〇 200 V 電源には總巧に塞し这まないでくださし、。 

义災、感電、故障の原因になります。 

〇タコ足配線はしないでください。 

义災の原因になります。 



0 


〇〇 



燃料は必ずな巧 (J I S 1 号な巧)を使巧しで<ださい 

ガソリン、変質な油、不純なミ由は、絕巧に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

(な油を購入されるときは、 SQ 7 —クを表示しでいる販売店で購入されることをおすすめします) 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけで、乂の気のないところで 
息を吹きかけでください。 



ご使用前 使用前の準備 


ご使用前使巧前の準備 
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ご使用前 


■正しいながの保管方法 

〇乂気、雨水、ごみ、高温、直射曰光を避けた場所に保管 
しでください。 

〇容器のふたをしっかり閱めでください。 

〇容器は必すな油専用のちのを使用しでください。 

(乳白色の容器で保管したな油は変質しやすくなります） 
〇ホームタンクやドラム生を使用しでいるときは、年に数 
回、か抜さを巧なつでください。 

〇な油は翌シーズンに持ち越さないでください。 



良い例 


悪い例 


変質な油-不純な油とは 


■を質口巧 

〇昨シーズンより持ち越したちの 
〇高温の場所で長期間保管したちの 
〇曰光のあたる場所で長期間保管したちの 
〇乳白色のポリ容器で保管しでいたちの 
〇容器のふたび開けであったちの 


■不純な巧 

〇な油似外の油(ガソリン、 シンナー 、天ぷら 
油、機械油、重油、軽油、な油添如剤など） 
びほんの少しでち混入したちの 
〇水やごみ、ドラム生のさびなどび混入した 
ちの 

〇な油か抜剤や助燃剤を添加したちの 


変質な巧の見分けかた 


かより少しでち色び 
ついでいたり、すつ 
ぱい臭いのするちの 
は変質な油です。 


な油赵外の 
油•水•ごみを 
入れないで！！ 


白い紙 





臭いび強くなる。 

黄色い炎び混じる。 

乂力び上びらない。 

消乂しにくし、。 

着乂しにくし、。 

給油サインび点滅する。 

>途中消乂する （ fo が虹 f 巧）。 




點 I 口と警品純觀 I 


〇な油を抜き、きれいなな油でカートリッジ 
タンクや油受皿内、油フィルターを洗って 
からご使用ください。医^區互を 
〇着乂-消乂を5回程度繰り返しでください。 
/少し臭いびしますので、換気を十分に、 
、巧なっで < ださい / 

〇それでち直らないときは修理び必要となり 
ます。お買い上げの販売店にご相談くださ 
い。層表 i > 


〇変質な油、不純な油び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の対象外と 
なります。 


ご使用前使巧前の準備 
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使用前の準備 


〇〇 


給油のしかた 



給巧は必ずミ肖义し、义の気のないところで巧なつでください 


カートリツジタンクを取り出す 



カートリッジタンクを持ち運ぶとさは 
上下2つある取っ手を利用すると、持 
ちやすくなります。 


2 




3 


□をを外す 

〇□金の両方のボタンを同時に巧しで、 
上に持ち上げ'で外しでください。 

両方のボタンを 
同時に巧す 

ボタン 


〇外した□をにごみ、糸くす、ほこりなど 
付着しないよラにミ主意しでください。 
また、ぶ:つけたり落としたりしないよラ 
取り扱いにま意しでください。 

給油する 

〇油量計の上端を超えないよラ給油し、 
な油をあふれさせたり、こぼしたりし 
ないよラにミ主意しでください。 

〇こぼれたな油は完をにふき取つでくだ 
さい 

油量計 

-上端を超を 
ないよラに 
給油する。 



4 


□をを確実に閉める 
〇 □金州則を上から「カチッ」と音びす 
るまで巧しでください。また、□金 
のボタンを巧したまま閱めないでく 
ださい。確実に閱まらす、□金が'外 
れ乂災のおそれが'あります。 


ボタンは 

巧さない 



I 音がするまで巧す 


> □金を閱めたあと、軽<引さ上げて 
外れないこと、下図のよラに斜め上 
から見でタンクの/ホい線が'見えない 
ことを確認しでください。 



巧い線 


5 


〇必す乂の気のないところで□金を下 
にしで油漏れカス j : いことを確認しで 
ください。 

※漏れでいるときは、 

□金を交換しでく 
ださい。 129 ベ-ジ〉 

れを確認^ 

カートリッジタンクをじットする 
〇カートリッジタンクをじットしたあと、 
ファンヒーターをゆすつたりすると、 
□ をの外側び:な油でめれることびあ 
ります。 




お巧0< ださい 


〇カートリッジタンクと油フィルターは、機種により異なります。専用のちのをご使用ください。 
〇給油時、□をが'がれにくかったり、ボタンに異常を感じたときは使用を中止し、お買い上 
ばの販売店にご相談< ださい。屋墨靈> 

〇□をを閉めたあと、必ず□をを引ぎ上げがれないことを確認しでください。お実に閉めな 
いと□をが'がれで、周囲を巧したり、义災のおそれが'あります。 

〇カートリッジタンクは静かに入れでください。落とすよラに強く入れると、油量モニター 
の表示の精度び悪くなるおそれびあります。 


一刖 

用 

使 

ご 


ご使用前使巧前の準備 
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ご使用前 


〇〇 


給油の合図 



圓ミ由量 モニター 


満: S 

■■； 満 


-：S 

i 1^> - 


空[吉 

-! を 



バーグラフは 
1本すつ消な 
します。 


(ピツピツ) 


8段階のバーブラフでな'油の残量を確認できます。 

残り約1時間の燃焼が'巧えないときになの操作を巧ラと、バー 
グラフび点滅すると同時に電さ音び鳴って、な油び残り少ない 
ことをお知らせします。 

運転を開始するため運弦入/切スイッチを巧したとさ 
運転中に運弦延長ボタンを巧したとさ 
タイ7—運転をじットしたとさ 


■給油2段階サイン 


巧り 




給油の合図を2回に分けで音声メッじージと給油サイン 
の点滅でお知らせします。 

手び離せないときでち系格をちつで給油び巧えます。 

(音声メッじージを消すには••- <8^) 


か 


1回目のお知らせ 

満 F ~ 


巧り 


カートリッジタンクのな油が'なくなると、音声メツ它ージの 
お知らせと同時に給油サインびゆっくりと点滅します。 


約 15 〜 35 分 


V 

2回目のお知らせ 

満 F I グ〜 


巧り 


か 


>油受皿のな油が'残り少なくなると、音声メツ它ージのお知ら 
せと同時に給油サインび速く点滅し、乂力びルさくなります。 
設定温度び" W のときは、大乂力で燃焼します。 

(ノ\ックライトの色は「ピンク」の点なになります） 


約 30 〜 40 分 

馈定温度び";-;,"のときは1回目のお知らせから約20分） 


自動消义 

設定温度室巧温度油量モニタ- 




£の 


巧り 


〇そのまま使用を続けると、油受皿のな油びなくなり、音声 
メッ它ージでお知らせし 、'' f or を表示しで自動消乂します。 
(バックライトの色は「巧」の点滅になります） 

使用状巧により2回目のお知らせと同時に消乂することび 
あります。 

〇給油を巧い、運輯入/切スイッチを巧すと、運転を開始します。 


※燃焼時間は乂力によって異なります。 
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ご使用前使巧前の準備 















































































ていて を、 巧の 甲し 黄 
色い炎び現れなければ 
異常ではありません。 


.Ai 1 

( 

. 1 




処置を巧なつでください。画互> 




初めでお使いになるときは、防鐘油や耐熱透料が'焼け、オレンジ色の炎や煙、臭いが'出る 
ことが'あります。1時間ほどでおさまりますので、部屋の換気をしなが'らご使用ください。 


運面を開おずるとを 


訝を 温度 室 0思度 沾 J モニタ- 


消臭ランプ. 


餐畏たニター 

醒 


r つ n I つ * 声 

现 C に i 


蝴日:孤 




チ W ルド□リク 


楓鮮 狡タイマう 1 



運転ランプ 


運転入/のスイッチ 


運拓入/のスイッチを巧し、運起を開始します 
運乾停止中に 


螺 

该を温度童巧思®の1¢二9- 

悼も冒 

、 

〇 約 45 秒後に着乂します。 

) \^\ を巧す 

徘日扣 

、 J 

/ — — — グ _ N 


運弦ランプび点なします。 

>設定温度と室の温度を表示します。 
-室内温度は、《でから表示し、0で 
下のときは Lo を表示します。 


点滅し、設定温度と室内温度により白 
動のに燃焼量を変え運転します。 


G 炎巧認窓から炎のが態を巧認する） 


〇正常燃焼 


〇青い炎で燃焼する。 

〇バーナの網び/ホくなつ 


X 異常燃焼 


炎の中に常に黄色い炎 
び現れる。 


法 

方 

^ 運拓を開始するとき ほ用方法 
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運おを停止ずるとを 


使用方法 


運拓入/のスイッチを巧し、運転を停止します 
運起中に 

消臭モニタ¬ 



-風 


皆 


を巧す 


約8妙間、消臭ランプ®び 
点滅後に消义します。 

必す乂び消えたことを確認しでください t 


運弦ランプび消なし、消臭ランプ 
び点滅します。 


お守0< ださい 


消义は必ず運弦入/切スイッチで巧なっで < ださい。 

また、運乾停止後3分間は、本体のを冷やすためファンが'回っていますので、電源プラグ 
をコン它ントから巧かないでください。電源プラグを巧いで消义したり、消义後すぐに 
電源プラグを巧くと、故障の原因になります。 


一消臭機能- 

着乂するときや消乂するときに発生する臭いの原因となる未燃ガスの 
発生を抑える機能です。消臭機能び動作しでいるとき、消臭ランプ〔緑） 
び点滅しでお知らせします。 


消臭モニタ- 

-、 端^ 


广着义するとさつ 

〇着乂動作時数秒間、未燃ガスの発生を抑えでいます。 


消义するとぎ） 

つ 約8秒間、未燃ガスを燃焼させでから消乂します。 

つ 消乂するとき「カタン」という電磁巧び閱じる音びしますび、異常ではありません。また、 
異常停止や短時間での運転では消臭機能は動作しません。 


運拓を停止するとき 皮用方法 
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使用ちま設定温度を上げるとき-下げるとを 


設を温巧室巧远度沾眉モニタ- 


消を モニター ( 

Cm) 

阳ぶ1 

s ' 

、 1%- 
mymmm 

1.入/の J 

歷 ] 

V \ 

靴 日: 3 日 

) 


-!ci 厮醒畏 j) 


温度/時刻調節ボタン 


子サイルド□リク 


チャイルド□ツクボタン 



〇ひ!^を踊色。イマ-1 


P" ■山 


\ひかえめランプ 
ひかえめボタン 


温度/時刻調節ボタンを巧し、設定温度を調節します 

〇室の温度を g 安に設定温度を調節しでください。 

〇設定温度は,'？〜3'0での範囲と、 Lo 惟にル乂力)、卜 M 常に大乂力)に調節できます。 


r 設定温度を上げるとき） 

運乾中に 

を巧す 

1回巧すごとに1ですつ上びります。 



C 設定温度を下げるとき^ 

運乾中に 

居固ミ]匹三] 

を巧す 

1回巧すごとに1ですつ下びります。 



-ひかえめ運括- 

フアンヒーターびお部屋の暖まり具合を自動のに判嘶し、身体に感じる温度を変えることなく、 
暖かさを保つよう燃焼量を抑え運転します。また、狭い部屋や齡熱のよい部屋で使用したり、 
秋□-春先など外気湿び比較の高いとさに室内温度び上がり過ぎると、燃焼を自動で入•のします。 


用 

方 

法 


ひかえめ運乾にするとき 


運乾中に 



を巧す 


，ひかえめランプ 

び点なします。 



JC ひかえめ運乾を解除するとき J 
ひかえめ運乾中に 

に）ひかえめ I 

( gg ) p \ を押す 

〇ひかえめランプ 

び消なします。 




〇室内温度の表示は、室内平巧温度の目安です。設置ちまなどにより必すしち寒暖計の温度 
とは一致しないことびあります。 

〇バックアップ機能によりむットした設定温度やひかえめ運乾は、電源プラグをコンむント 
から抜いたり、停電したときでち記憶されでいます。再度、設定する必要はありません。 


設定温度を上げるとき•下げるとき 
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チャイルド□ツクをほ用ずるとを 


使用方法 


00チャイルド□ックをセットずる 



小さなお子さまのいたすらや、運転誤操作を防止したいとさにお使いください。 

チャイルドロックボタンを巧し、 t ットします 

運転中、運転停止中のどちらでちたットでさます。 

チャイルド□ック 





投を湿度呈巧盧度 三 5 - 


L 


をピツと鳴るまで 
約3秒間巧す 



チャイルド□ツクサイン 

么表示します。 


r 運穂中のとき j 
-運起を停止でぎる 



を巧す 


>再度、運転を開始するとさは、チヤイ 
J レド□ツクを解除しでください。 



广運括停止中のとさ j 

チャイルド□ックの解除似州ま、操作びできなくなります。 




〇バックアップ機能によりむットしたチャイルド□ックは、電源プラグをコンむントから 
抜いたり、停電したときでち記憶されでいます。再度、たットする必要はありません。 


〇 〇 チヤイルドロックを解除ずる 



チャイルドロックボタンを巧し、解除します 

運転中、運転停止中のどちらでち解除でさます。 

設定温度室巧温度油量モニタ- 


チヤイルド □ツク 





[ 


をピツと鳴るまで 
約3秒間巧す 


nn III 満罔 
CUc に c s 

空 L 圓 

午後を如° 


チャイルド□ツクサイン 

び消えます。 


チャイルドロックを使巧するとき 使用方法 
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運面を延長-継続ずるとを 


岩臭ちニター 

CM ) 


時刻設定ボタン 



設を温巧室巧远度油ニタ- 


孤保 I 

m BSu 




子サイルド□リク 


J 3 秒押し I . J ) OT を4 ，厦タイ M 



温度/時刻調節ボタン 


運転延長ランプ 
運転延長ボタン 


消し忘れによるち一の事なを防ぐため、運起開始後、3時間で自動消义します 


G 燃焼巧り時間をお知らせするとき) 


巧り 


3時間で自動消乂する前に、運乾延長ランプと音声メツじージでおがらせ 

します（音声メッじージを消すには • 


S 動消义10分前 


广 


碱賊延長） 

運転延長ランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 




S 動消义5分前 


無き転延長） 

運転延長ランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 






■•運転延長） 

運転延長ランプ点な 
音声メッ它ージび鳴り， 

S 動消乂逾 


广自動消义せずに運活を継続するとき） 

運乾中に 



を巧す 


運弦延長ボタンは、燃焼残り時間のお知らせを行なった 
ときに限らす、運弦延長ボタンを巧したときから、さら 
に3時間運転を継続します。 


お守り <ださい 


継続しで長時間運弦するときは、お部屋の換気に十分注意しでください。 〈 1 ぺ-ジ I 
寝るときやが出するときは、消し忘れ消义装置には頼らず、必ず運弦入/切スイッチで 
ミ肖ツ'しで < ドさし、 

ず想しない事故び発生するおそれびあります。 


法 

方 

用 

使 


運拓を延長•継続するとぎ 


使用方法 
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現な時刻を合わせるとを 


タイマー運起を使用するときは、現在時刻が'さつでいる力、確認しでください 
時計は工場出荷時に合わせでいますび、多少すれることびあります。時刻びすれでいるときは、 
次の手順で合わせでください。 

現在時刻合わせは、運転中、運転停止中のどちらでち巧えます。 


G 現在時刻を午を8時30分にちわせるとき） 


時刻させ表巧にする <1到 




fiin 


を巧す 



を巧す 


裝定温度を巧温度巧■モ =5- 


う 


巧き丢 

^ o ' 


保 


巧 


ム 現在時刻を合わせる 
または b 

短い 


没定温度室巧温度巧■モ=5- 


巧。 


一括巧き 

"4^ちこ扣 


時刻含せ表/示び点滅します。 


午前-午後をまちびえないよラ 
にミ主意しでください。 

( 昼の12時は午後!れが、、 
、夜の12時は午®^••?••[のです J 


公を巧すと1分進み、巧を巧すと1分戻ります。 

公または巧をしばらく巧し続けると10分単位で早送りびできます。 


づ現在時刻表巧にする 




fiin 


を巧す 


没定温度室巧温度巧■モ =5- 



〇現在時刻表/示になるまで、時刻 
設定ボタンを巧しでください。 




〇バックアップ機能により1度它ットした時刻は、電源プラグをコンむントから抜いたり、 
停電したときでち記憶されでいますので、再度、じットする必要はありません。 


ま 

方 

用 

使 


現在時刻をさわせるとき 


使用方法 
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タイ 7 —運拓をほ用ずるとを 


時刻設定ボタン 



訝を温な室0思を沾 I モニタ 




障^^,; 5ひ: f 阮巧 1 



運転ランプ 


運転入/な!スイッチ 


温度/時刻調節ボタン 


\タイ7 —ランプ 

タイマーボタン 


00タイマー運拓開始時刻をセットする 



タイ7—運転を使用するときは、タイ7—運転開始時刻を台わせでくださし、 

現在時刻さわせ、タイ7—運転開始時刻台わせは運転中、運転停止中のどちらでも巧えます。 

しタイマー運乾開始時刻を午前6時30分にするとま） 


1現在時刻が'合っていることを確認する 

没を温度を巧温度巧■モ=5 


19； 

m 8-3 u 


〇現在時刻の合わせかたは、20 
ページを参照しでください。 


2 


タイマーさせ表示にする ぐ 8 ぺ-ジ I 

を定温度ま巧温度巧■モ =5- 




(liin 


を巧す 


、 タイマ 

眉 Jduu 


q a 匡 


1度、タイ7—運転開始時刻を 
合わせると、時計表/示は点なし 
ます。 


づタイ7—運転開始時刻を台わせる 
または b 



没定温度を巧温度巧■モ =5- 


を巧す 


您選 

株^^」 


イマー! 

^を孤 


午前-午後をまちびえないよラ 
にミ主意しでください。 

/昼の12時は午ふ'ぶり、、 

I 夜の12時は™!?柳です J 


公を巧すと1分進み、巧を巧すと1分戻ります。 

公または巧をしばらく巧し続けると10分単位で早送りびできます。 


ま 

方 

用 

使 


タイ 7— 運拓を使巧するとぎ 


使用方法 
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使用方法 


4 運起が態にする 

〇運転中は、運弦入/切スイッチを巧す必要はありません。 

1®?^ 1 。運ランプび点' jJ します。 

fe ) \ A を押す 

5タイ7—運起待機かにする 



を巧す 


運乾ランプび消なし、タイ7— ランプび点なすると、 
じツトび完了します。 


>タイマー運転のじットをしでから運弦入/切スイッチを巧すと、タイマー運転が'解除されます 
ので、ごミ主意ください。 

>1度、タイマー運転開始時刻を合わせると、次回からは 4 、夕を巧ラだけで同じ時刻に運転 
び開始できます。 




>地震や強い振動、衝撃を受けたことにより安を装置が'作動したときは、ちラ1度 4 から 
じットしでください。 


00セットした時刻になるとタイ7—運面開始00 


t ツトした時刻になると自動的にタイ7—運起を開始し、安をのため1時間で 
自動消义します。自動消义する前にタイ7— ランプと音青メツ它ージでお 
巧らせします （音声メツじージを消すにはづ Si ) 

S 動消义10分前 r - S 動消义5分前—— S 動消义後—— 


^£3 

タイマーランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 

違り 




^£3 

タイマーランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 

愈 




(タイ7—運転開始から1時間経過） 

タイマーランプ点滅 
音声メツ它 ージび 鳴り、 
自動ミ肖乂 


自動消乂せすに運転を継続するときは、タイ—ボタンを巧し、タイマー運転を解除しでくだ 

さい。 〔か)） 


〇〇 


タイマー運拓を解除する 



タイ7—運拓待機か 



〇タイマーランプび消な 
します。 

を巧す 


タイ7—運拓か 


\ \を巧す 


タイマーランプび消なし、 

運転を継続します。 
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タイマー運拓を使巧するとき 使用方法 






































































































IS , ft 曰常の点巧-手入れのしかた 


巧震自動消义装置の点巧 

燃焼中に本体をゆすり、消乂するか確認しでください。 
消乂しないとさは修理が'必要ですので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 
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お守り < ださい 


〇点檢•ま入れを巧ラときは、必ず運乾を停止させ、本你が'冷えでから電源プラグをコン 
它ントから巧き、点検•ま入れを巧なつでください。また、分解はしないでください。 
义災ややけどのおそれびあ0ます。 


00 


ご使用のたびに 



本化の周适に巧燃物はないか 

0 




巧漏れ、巧のたまり、巧のにじみは 
ないか 

異常びあるときは使用を, 

中止し、お買い上げ'の販 
売店にご相談ください。 


本化のごみやほこりをふき取る 

柔らかい巧でからぶきするか、ラすめた中性洗剤をしみ 
込ませた巧でふいでください。 

本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 




100 


週に1回が上は 



フアンフイルターのほこりを取る 

フアンカノ \一 
フアンフイ J レター 



ミちれが'ひどいとさは、洗剤などを使って浸け 
置さし、かで洗い流しでください。 


フアンフイ J レターの 
がしかた 



上のツマ S を巧し、手前 
に持ち上げる。 


フアンフイ J レターの 
取0はけかた 



下のツメをはめでから 
上部を巧す。 


お巧0< ださい 


フアンカバーからフアンフイルターを取りがしでおま入れするときは、フアンフイルタ 
一に強い力をかけないでください。 

フアンフイルターび破損することびあります。 


回な上は 


〇〇 



^消乂します かつ：； 


〇 


日常の点検•ま入れのしかた 点検•その他 


点巧 
その他 


100 



回が上は 



巧受皿巧の点検をする 

カートリッジタンクに直接かを混入しなくでち、設置場所の温度変化などで結露によりホーム 
タンクや力ートリッジタンク内にかびたまり、油フイルター•油受皿内に流入するときびあり 
ます。かび混入しでいたときは、25ページのスにがい、かを取り除いでください。 

また、ホームタンクやドラム生を使用しでいるとさは、年に数回、か抜きを巧なつでください。 


油受皿内に水び 
混入すると 


給油サインの点滅が'止まらない 
着义ミスしたり、異常停止するじ 0 ?、fOfO 


巧フイルターの点巧 • 掃なをする 

似下の手順に従い、点検-掃除を巧なつでください。 


ミ由フイルターに 
かやごみが' 
たまつでいると 


給油サインの点滅が'止まらない 


1ミ由フイルターを取り出しで確認する 

(取り出すとさは、な油などで床やな服をミちさないよラま意しでください） 
〇油フイルターにな油を入れ、持ち上げる。 



な油び連続のに落ちる。 
f 油フィルターには少量^ 
、のな油び残ります / 


i £ 常です。 



な油の落ちび悪い。または 
をく落ちない。 
f 油フィルターに口油び多く、 
、残つでいる / 

な 

2 に従い、掃除しでください。 


ム ミ由フィルターは、きれいな巧';由ですすぎ洗いし、よく乾燥させる 

〇油フィルターは、きれいなな油ですすぎ洗いし、ごみなどを取り除き、巧などでな油を 
ふき取ったあと、曰陰に置いでよく乾燥させでください。 

油フィルターにか分び残つでいると、口油び落ちす、給油サインび点滅します。 

油フィルター 



洗ミき後のな油の処分は、な油をお買い求めに 
なった販売店にご相談ください。洗浄後の 
な油を使用すると故障の原因になります。 


日常の点検•ま入れのしかた 点巧•その他 
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f 論 巧管 (長期間使用しなし、とき) •廃棄のしかた 


なの手順に従ってファンヒーターを保管しでください 
1 電源コードを束ねる 



ム カートリッジタンク-ミ由受皿内の巧';由を巧く 

〇油フィルターを取り除さ、市販の給油ポンプなどで、油受皿內のな油やごみ、かを抜 
いでください。 

(給油ポンプの先を平らにカットすると、抜き取りやすくなります） 





〇別売のスポイトを用意しでいます。スポイトを使用すると、 
市販の給油ポンプで抜けきらなかったな油が'抜き取りやすく 



なります。 を9ベ-み 

づフアンフイルター•ミ由フイルターの掃除をする <11过 <1^ 
A 本体のミちれをふき取る<11到 


5 フアンヒーターを包装箱に入れる 

〇湿気の少ない場所に保管しでください。 


スポイト 
173円 
(本体価格165円） 



お守0< ださい 


ファンヒーターを傾けたり、横倒しのが態で保管しないでください。 

巧けきれなかった巧巧び漏れ、义災のおそれびあります。 

カートリッジタンク•油受皿巧のな巧を巧かずに保管すると、巧油が'変質し、故障のおそ 
れびあります。 

巧巧は望シーズンに持ち越さず、使いきるよラにしでください。 


-廃案するとき- 

〇ファンヒーターを廃棄処分するとさは、各自治体の指示に従ってください。 

〇必すカートリツジタンク-油受皿内のな油を市販の給油ポンプなどで抜いでください。 

な油が'入ったまま廃棄すると、リサイクルの際、思わめ事故になるおそれが'あります。 
〇な油の処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


保管(長期間使用しないとき)•巧案のしかた 点巧•その化 


一とご— 



次の症状はな障ではあ0ません。修理をの頼される前にちラ1度ご確認<ださい。 
〇着义時 


症 が 

原 因 

すぐ着乂しない 

〇そ熱時間び約45秒必要です。 

〇給油直後はなミ由び送油経路に回るまで時間びかかります。 

2、3回着乂動作を繰り返しでください。 

「カタン」と音びする 

着乂するための動作音です。 

異常ではありません。 

初めで使用するとさやな油 
が'なくなり、再び着乂する 
とさ白煙力< 出る 

な油の気化ガスびパーナに巧分回らないと、このよラな症状び 
出ることびありますび、異常ではありません。 


〇燃お時•ミ肖义時 


症 が 

原 因 

初めで使用するとさオレン 
ジ色の炎や煙、臭いが'出る 

防鐘油や耐熱透料が'焼けるためです。1時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなびらご使用ください。 

炎の色びピンク、または 
オレンジ色になる 

超音波式の如湿器を使用すると起こります。かに含まれるカル 
シウム分による反応です。 

炎の色びときどきチラチラ 
と/ホくなる 

空気中のほこりび燃えるためです。 

バーナの網び/ホくなる 

炎の中に常に黄色い炎び現れなければ、異常ではありません。 

設定温度を高めに設定しで 
ち室内温度び上びらない 

部屋が'広すぎるときに起こります。 

室内温度び設定温度より 
高くなる 

狭い部屋や齡熱のよい部屋で使用したり、秋□-客先など外気 
温び比較の高いときに室内温度び上びり過ぎでしまラことびあ 
ります。そのときはひかえめ運弦にしでください。 く 17 ぺ-ジ1 

室内温度表示び部屋の寒 
暖計と一致しない 

室内温度の表示は、室内平巧温度の g 安です。設置ちまなどに 
より必すしち寒暖計の温度とは一致しないことびあります。 

運転中や消乂直後に「ポコ J 、 
「パキッ」などの音びする 

を属が'熱により膨張-収縮するためです。 

異常ではありません。 

運転停止後、約8秒後に 
「カタン」と音びする 

消乂時の動作音です。 

異常ではありません。 

本体側面やカートリッジ 
タンクび熱くなる 

燃焼熱により熱くなりますび、異常ではありません。 
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故障-異常の見分けかたと処置のしかた誘他 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点巧•その他 




















































































譜他な!* -異常の見分けかたと処置のしかた 


Do 異常の原因と処置のしかた 


何らかの異常で表のよラなエラー表示や症状び現れたときは、適切な処置 
を巧なつでください 


表示部(エラー表示) 

原因（安を装置） 

処置ち ま 

磕) 細 

〇—時停電したため、自動消乂した。 

〇電源プラグが'抜けたため、自 
動消乂した。 

(停電まを装置び作動） 

電源プラグを確実にコンむントに差し 
込み、運乾入/切スイッチを巧し直す。 

ク 1ぺ-ジ1 

避が G '' 

X 

〇本体を傾(ザこため、自動消乂した。 

〇地震(約震度5な上)や強い振動、 
衝撃を受(ザこため、自動消乂した。 
(巧震白動消义装置力< 作動） 

〇か平な場所に設置する。 く11ぺ-ジ1 

〇周囲の巧燃物、機器の損傷、ミ由のあ 
ふれなど異常びないことを確認した 
あと、運乾入/切スイッチを巧し直す。 

如が X 

油フィルターや油受皿内にかや 
ごみびたまったため、着乂 S ス 
したり、白動消乂した。 

(点义まを装置が'作動） 

(燃焼制御装置び作動） 

〇カートリッジタンクやミをフイルター、ミ由受 
皿内の水やごみを取り除さ、運乾入/切 
スイッチを巧し直す。〈24ぺ-ジ1〈25ぺ-ジ1 
〇処置を巧なつでち繰り返し作動する 
ときは使用を中止し、お買い上げの 
販売店にご相談ください。1裏表紙> 

適 ) f 〔巧※ 

C 1# の※ 

室内温度び異常に高温 (40 で似上） 
になったため、白動消乂した。 
(室温異常高温巧止装置力< 作動） 

設置ちまを確かめ、運弦入/切スイッチ 
を巧し直す。 

E !] 弓 

斬が-\ X 

燃焼-温風空気取入□やファン 
フィルター、温風吹出□び物で 
ふさびれたり、ほこりびたまっ 
たため、白®消乂した。 

(過熱巧止装置び作動） 

〇燃焼-温風空気取入□やファンフイ 
ルター、温風吹出□の障害物を取り 
除き、掃除したあと、運乾入/切ス 
イッチを巧し直す。 

〇処置を巧なつでち繰り返し作動する 
とさは使用を中止し、お買い上げの 
販売店にご相談ください。1裏表紙> 

\\\1/// 

フィルター 
/// 1 \\\ 

\\ 1 // 

C 〇 

しし'/…\ 

論 

密閱した部屋で使用したとさ、 
不完き祖馆喔礎諭異常が態） 
を防止するため、白動消乂した。 
(不完を燃焼巧止装置力*作動） 

部屋の空気を入れ替えでから運弦入/切 
スイッチを巧し直す。 

(使用中は必す1時間に1〜2回換気する） 

く1ぺ-ジ1 

シリ〕ーン配合商品の使用により、 
燃焼部にシリコン酸化物び付着 
したため、自動消乂した。く 3ぺ-ジ1 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

1裏表紙> 

運転延長ランプ 
点な 

( J ^ <19ぺ-ジ 1 

燃焼を開始しでから3時間び経 
過したため、自動消乂した。 

(消し忘れ消义装置が'作動） 

運弦入/切スイッチを巧し直す。 

運転ランプ点滅 
運転延長ランプ点滅 

(gyp ;二广广 X 

運弦入/切スイッチび巧し続け 
られたため、自動消乂した。 

表示-操作部周逛の障害物を取り除さ、 
電源プラグをコンたントに差し直し 
で力^ら運弦入/切スイッチを巧し直す。 

上記似外のエラー 
表示 

(例： f 孤 ）X 

修理-点検が'必要な故障です。 

表示内容を控えたあと、電源プラグ 
をコンむントから抜き、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。1裏表紙> 


U ※この マークのエラー表示のときは、バックライトの色は「祝の点滅になります。 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点検•その化 
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点巧 
その他 


症が 

原 因 

処置ちま 

ボタンを巧しで 
ち反応しない 

チャイルド□ックびたットされでいる。 

チャイルド□ックを解除する。 <18ぺ-ジ 1 

電源プラグが'抜けでいる。 

電源プラグをコンじントに差し込む。 

換気サインの 
点滅び止まら 
ない 

部屋の換気び不十分。 

換気を十分に巧ラ(使用中は必す1時 
間に1〜2回換気する)。 〈1ぺ-ジ1 

シリコーン配合商品の使用により、 
燃焼部にシリコン酸化物び付着した。 

く 3 ぺ-ジ 1 

お買い上げの販売店にご相談くださ 
い。 1裏表紙> 

給ミ由サインの 
点滅び止まら 
ない 

な油びなくなった。 

給ミ由する。 〈13ぺ-ジ 1 

本体が'傾いでいる。 

か平な場所に設置する。 <11 ぺ-ジ 1 

カートリッジタンクカ S 変おしでいる。 

油フィルターにな油びたまつでいな 
いとさは、カートリッジタンクを新 
しいちのと交換する。 |29ベ-み 

カートリッジタンクが'間違っでいる。 

本体専用のカートリッジタンクを使 
用する。 く 5ぺ-ジ 1 

油フィルターや油受皿内にかやご 
みびたまっでいる。 

カートリッジタンクや油フィルター、 
油受皿内のかやごみを取り除さ、ミ由 
フィルターはか分をよく乾燥させる。 

<24ぺ-ジ K 25 ぺ-ジ 1 

乂力び上びら 
ない 

給油サインび点滅しでいる。 

給油サインび点滅しでいる。 

給油する。 〈13ぺ-ジ1 

変質り油-不純り油を使用した。 く 12 ぺ-ジ 1 

〇な油を抜き、きれいなな油でカート 
リッジタンクや油受皿内、油フィル 
夕一を洗う。 <24が K 25 ぺ-ジ 1 

〇着乂-消乂を 5 回程度繰り返す。 

少し臭いびしますので、換気を、 

V 十分に巧なつで < ださい <1^ ノ 

異常燃焼を起 
こす く 15 ぺ-ジ 1 

変質な油-不純な油を使用した。 

ク2 ぺ-ジ 1 

フアンフィルターにほこりびたまった。 

フアンフィルターの掃除をする。 く23ぺ-ジ 1 

臭いび強い 

変質な油-不純な油を使用した。 

ク2 ぺ-ジ 1 

な油を抜き、きれいなな油でカート 
リッジタンクや油受皿内、油フィル 
夕一を洗う。 <24が|〈25ぺ-ジ 1 

な油びこぼれたり、漏れでいる。 

使用を中止し、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 塵き 1> 

油び漏れでい 
る 

力ートリッジタンクを入れたまま 
移動した。 

不純な油を使用した。 <12 ぺ-ジ 1 

電源プラグを 
差し直すと時 

旨十り、「- J 

表ホする 

バックアップ用電池の寿命です。 

お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 1裏表紙> 
電池びなくなつでち、バックアップ 
機能び働かないだけで、現在時刻を 
合わせれば通常どおり使用できます。 


r 処置を行なつでを直らないとぎ^ 

巧障び寒えられますので、お買い上げの販売店にご巧難ください。屋11> 
故障したまま使用を続けると、ず想しない事故が'発生するおそれが'あります。 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点検•その他 
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fSffi 部品交巧のしかた 


部品交換が'必要なときは、お買い上(ブの販売店、 
または(財)曰本石ミ由燃焼機器保守協含で巧ラ 
按術管理講習含修了者(石油機器按術管理±)、 
または技術講習含修了者(点検整備±)のいる 
販売店などにご依頼 < ださい。 



お守0< ださい 



〇修理-部品交換は、お客様自身 AfiiS 
では總巧に巧わないでください。 

けびややけどのおそれびあります 




部 

品 

交 

換 

の 

し 

か 

た 

品 

の 

ご 

注 

文 

の 

し 

か 

た 

定 

巧 

為 

巧 

の 

お 

す 

す 

め 


巧 

参 

そ 

の 

他 


部品のごを文のしかた 


次の別売部品は、お買い上げの販売店にごミ主文ください。その際は、型式の呼び•部品咨を 
はっきりとお伝えください。また、インターネットでちごミ主文びできます 。 HD 



この価格は本フアンヒーター用です。 

また、価格は予告なく変更することびあります。 

その他の部品についではお買い上げの販売店にご相談ください。 


定期点巧のおずずめ 


2シーズンに1回の定期点検(有料)をおすすめします 

長期間ご使用になりますと機器の点検び必要となります。 

点検を受けないと、予想しない事故び発生するおそれびあります。 

未然に事故を防止するため、シーズンネリめやシーズン終了時にお買い上げの販売店、または修 
理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協含 ( TEL 03-3499-2928)) で巧う技術管理講習含修了者 
(石油機器按術管理±)のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用のフアンヒーターの点検を! 


の 

こんな 
活がは 
ありま 
せんか 

• 油漏れする。 

•強い臭いびする。 

•運転中に異常な音びする。 

• その他の異常や故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
電源プラグをコンむ 
ントから抜き、お買い 
上げの販売店に点検- 
修理をご相談 < ださい。 
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仕様 


点巧 
その他 


型式の呼び 

FW -675 LX 

種 類 

気化式-強制通気お-強制が流お 

点乂 方式 

ヒータ点乂 

使 用 燃 料 

口油 （J IS 1音な油） 

燃料消費量 

最大 

6.70 kW (0.651 L / h ) 

最ル 

1.34 kW (0.130 L / h ) 

暖房出力 

最大 

6.70 kW 

最ル 

1.34 kW 

騒 音 

(正 面） 

大乂力 

42 dB 

ル乂力 

26 dB 

ミ由タンク容量 

9.0 L 

燃焼継続時間 

大乂力 

13.8 時間 

ル乂力 

69.2 時間 

標準適室 

木造 

29.5 m 2(18 置） 

] ンクリ-卜 

39.5 m 2(24 置） 

外 お 寸法 

(高さ X 幅 X 奥行） 

455 mmx 527 mmx 357 mm 
(置台を含む） 

質 量 

約 14.0 kg 

電源電任及び周波数 

AC 100 V 50/60 Hz 

定 格 

消費電力 

最 大 

420/420 W (点乂初期に短時間発生） 

燃焼時 

215/215 W (大乂力時） 

92/ 92 W (ル乂力時） 

待機時 

1.0/1.0 W 

ちを 装置 

停電ちを装置、巧 震 S 動消乂装置、燃焼制御装置、点乂安全装置 
不完全燃焼防止装置、過熱防止装置、消し忘れ消乂装置 

その他の装置 

室温異常高温防止装置 


保証とアフターサービス 


使巧方法-おま入れのしかた-修理のご相談、別売部品の購入などは、お買 
い上け'の販売店にご相談 < ださい 


〇〇 巧証について 


♦保証書(別添が） 

販売店で必要事項を記入しでお渡ししますので、記入内容をお確かめのラえ、内容をよくお 
読みのあと、大切に保管しでください。 

♦保証期間 

保証期間は、お買い上げ 日から本№3 年間です。なお、消霖部品(油フィルター、ファンフ 
ィルター）の取り替えは、保証期間中でち有料となります。他にち有料となることびありま 
すので、保証書をよくお読みください。 


仕様•保証とアフタ—サ—ビス 点検•そ益 
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保証と アフターサービス (ごヴを) 


因 U 囚 

m 


Do 補修用性能部品について 


0 0国 


〇補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

〇本ファンヒーターの補修用性能部品は、製造むのり後9年保有しでいます。 


(〇〇 ^修埋を依巧されるとをは 


oom 


〇「故障-異常の見分けかたと処置のしかた」に 
従ってお調べください。 <26ぺ-ジ I <27/^ジ I <28ぺ-ジ I 
〇処置を巧なっでち直らないと妾は、ご使用を 
中止し、必す電源プラグをコンむントから抜 
いで、お買い上げ'の販売店にご相談ください。 
そのとさは、ちの事項をご連絡ください。 

参保証期間。 

修理に際しましでは、保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店が'修理させでい 
たださます。 

♦保証期間が准ぎでいるとき 

修理すれば使用できるときには、ご希望により 
有料修理させでいただきます。 

♦修理料金 

技術料+部品代 (+ 出張料)などで構成されでいます。 


品 名：ダイ ニチフルーヒーター 

型巧の轉び：本が側面に表示 
お買い上げ曰：保証書に記載 
故障の症が：エラー表示など、でさる 
だけ詳し< 





〇修理などでファンヒーターを運搬す 
るとぎは、必ずカートリッジタンク- 
油受皿ののな油を巧いでください。 
運搬の途中で巧油びこぼれで周囲を 
巧すおそれびあります。 


(使用方法 • お手入れのし力すこ-修理のご相談、別売部品の購入など) 


お客様ご相談窓□(适話料無料） f インタ-ネットからのぉ問い合わせ 

TEL 01 20-468-1 10 く24時間受付> _ 

FAX 01 20-468-220 n | インタ-ネット险 r こチ： c 業 | 

<受付時間〉 -- 

11 日〜 1 B Q* 00 ~ 1 Q : 00 - -T 

(±は〜17:00、日•祝日-年末年始は休み） 「も、ま卜 

2月〜10月9:00〜12:00、13:00〜17:00 . 4。./点克祀 

は•日 • 祝日は休み） I http .// www.dainichi 

※型式の呼び(本体側面に表示)をご確認のラえ、ご連絡ください。 


「お客様サポート/お問い含わせ」 
http :// www.dain に h 卜 net . cojp / support / 


ダイニチェ業株巧をなにおけるお客様の個人情報のお取0扱いについで 


1. ダイニチェ業株式舍巧0^下「齊巧」）は、お客様の個人情報をお客様からのご相談への巧応や修理及び 
その確認などに利用させでいただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことびあります。 

2. 次の場含を除き、製社必外の第兰客に個人情報を提供-開示することはありません。 

①修理やその確認業務を委託する場含 
⑤まちの定める規定に薑ブく場含 

3. 個人情報に関するご相談は、お問い合わせいただきました窓□にご相談ください。 



0 3イ=<エ黨な式を巧 

干 950-1 295新潟市南区北田中 780-6 
ホー ムぺ ージ http :// www . dainichi - net . co . jp / 



FW-675LX-7-**,000-1 














